
ローマ字に関する一考察

一ローマ字を含む語を中心に一

修　　　　徳

はじめに

健

　ローマ字語は日本語の中で，普通省略語の組み合わせによる複合語の一種として考え
　　　工
られるが，その例として，ＣＤ，ＮＨＫ，ＷＣなどが挙げられる。だが，ローマ字言吾は ，

複合語または複合的様相を呈する語の構成要素の一部として用いられる場合もある 。例

えば，ＡＢＣ兵器，Ｂ細胞，ＦＡ制などがその例である 。

　本稿では，このようなローマ字形態素が含まれる語について，『コンサイスＡＢＣ略

語辞典』に収録されている同種の語をもとに，（１）命名の問題，（２）語の構成要素の一部と

して用いられる漢字要素とカタカナ語の形態と特徴などを中心に考察し，その実態と特

徴を明らかにしたいと思う 。

命名の問題

　先行研究では，ローマ字語を省略語の一種として単独で考察するものが多かった。そ

れは＜特集「略語」〉（『日本語学』１９８８，１０，ｖｏ１．７明治書院）と＜特集「ヨコ 文字語

総点検」〉（『言語』昭和６０年９月）などに挙げられた関係の論文によっ ても確認できる

ところである 。ＮＴＴ，ＫＤＤ，ＪＡＬ，ＵＮ，ＵＮＩＣＥＦのような略語については，その特

徴はすでにある程度明らかにされてきた。しかし，ＰＩＥ症候群やＰＳＰテスト ，Ｔフ

ォーメーシ ョンのような，文字表記の面において複合的様相を呈する語については，今

まであまり注目されなか ったと言えよう 。芳賀綬氏は「プロ 野球のローマ字語」（「言

語」昭和６０年９月）という論文の中でｒＤＨ制」いう語をローマ字語の一例として挙げ

ている。また石綿敏雄氏も「情報化杜会の突出部」（『言語』昭和６０年９月）という論文

の中で「ＯＡ化」という語を同じくローマ字語の例として扱っていた。全体として ，

ローマ字を含む語もローマ字語と同様に，省略の一種として考察されるのが今までの研

究の主流であ ったと言えよう 。

　このほか，ローマ字語を外来語と ，またそれを含む語を複合語としてとらえる説もあ
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るが，その当否については，実際の例などを詳しく分析した上で検討していく必要があ

ると思う 。

　まず，ローマ字語を外来語扱いすることの可否については，従来，様々に議論されて

きたが，未だに定論を見ていない。森岡健二氏は，「略語の条件」という論文（『日本語

学』１９８８，１０，ＶＯＬ・７明治書院）の中で，これについて次のように述べている 。

　「最近とみに増えてきたＯＰＥＣ，ＮＡＴＯ，ＯＥＣＤなどの略語は，外来語と見るべき

か， 外国語と見るべきか，新聞などで括弧内にその訳語が入れているものは，外国語扱

いなのであろうが，改善の余地がないかどうか，記憶の負担に堪えないだけに問題に思

う。」

　また，それを反映するかのように，月刊『言語』は昭和６３年９月号の特集のタイトル

を「ヨコ 文字語　総点検」（西洋語を日本語化したカタカナ語は除く）として，ローマ

字語に関する研究論文を掲載した 。

　実際の例を見ると ，例えばＮＨＫ（ＮＩＰＰＯＮＨＯＵＳＯＵＫＹＯＵＫＡＩ），ＫＤＤ（ＫＯＫＵＳＡＩ

ＤＥＮＳＨＩＮ　ＤＥＮＷＡ）などのようにローマ字表記の日本語の頭文字を取ってできたも

のもあれば，ＪＲ（日本鉄道→ＪＡＰＡＮ　ＲＡＬＬＷＡＹ）やＪＡＬ（日本航空→ＪＡＰＡＮ　ＡＩＲ

ＬＩＮＥ）などのように翻訳の英語の頭文字を取 ってできたものもある。また，ＮＴＴ

（ＮＩＰＰＯＮ　ＴＥＬＥＧＲＡＭ　ＴＥＬＥＰＨＯＮＥ）のような日本語と英語との混合によっ て造ら

れたものもあるし，この種の語の全体の多くを占めると見られるＣＤ，ＦＢＩ，ＬＤ －

ＲＯＭのような所謂英語の縮略語もある。これらを見れば，そのいずれもローマ字とい

う共通した文字表記の手段によっ て書かれているが，文字表記の形態を除いて実際の内

容に限ってみれば，外来要素が含まれていないものもあるように，かなり複雑多様であ

ることが容易に分かるであろう 。これに，現在外来語が原則的にカタカナで表記される

ことを併せ考えると ，ローマ字語を外来語として見るのは，少し妥当性を欠くのではな

いカ・と思う
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　
　本稿は上記のようなローマ字形態素を含む語を考察対象とするが，ここに，その例と

して「ＬＨテープ」（１ｏｗ－ｎｏ１ｓｅ　ｈｌｇｈ－ｏｕｔｐｕｔ　ｔａｐｅ），Ｋ点（Ｋｒ１ｔ１ｓｃｈｅｒ　Ｐｍｋｔ），ＦＭ放

送（ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ－ｍｏｄｕ１ａｔ１ｏｎ　ｂｒｏａｄｃａｓｔｍｇ），Ｕターン（Ｕ－ｔｕｍ）なとが挙げられるが ，

これをめぐっ て先の語種の問題とは別に議論がされているが，それはこの種の語が文字

表記の形態上，複合的様相を呈することにより ，その全体が複合語としてとらえられる

からである 。

　日本語の複合語の定義については，『国語学研究事典』によれは，「本来，単独の用

法を持つ二つ以上の単語が結合して新たに　語としての意味　機能をもつに至ったも



の。」とされ，また『国語学大辞典』は，「単語が，その構成より見て，二つ以上の語彙

的意味を持つ部分（形態素）に分析し得ると認められるとき ，これを合成語と言い，…

この合成語のことを複合語と称する場合もある。」としている。ところで，複合語とし

て成り立つには少なくとも次の三つの条件が必要であると考えられる 。（ア）構造的さらに

小さい部分に分けられる。（イ）各構成要素はそれぞれ独立した語彙的意味を持つ 。（ウ）複合

されたものは，全体として一つの新しい意味を表す。これを踏まえて考えると ，ローマ

字を含む語は，基本的に次の三種類に分けられる 。

　Ａ　上述の三条件に合致し，複合語として認めてもよいもの。例えば ，

　「ＬＬ教室」「ＰＬ教団」「ＷＷ加工」「ＰＴボード」などがその例である。この種のも

のは，前項要素として見られる「ＬＬ」 ，「ＰＬ」 ，「ＷＷ」，「ＰＴ」などが原語において
，

それぞれ［１ａｎｇｕａｇｅ Ｌａｂｏｒａｔｏｒｙ」 ，［ＰｅｒｆｅｃｔＬｉｂｅｒｔｙ１ ，［ｗａｓｈ－ａｎｄ－ｗｅａｒ１ ，［ｐａｔｒｏ１

ｔｏｒｐｅｄｏ」などのまとまっ た語句の省略形で，その意味は，周知のものでなくても ，ま

ず独立性を持つものとして認められるものである。また，後項要素となるものは，「教

室」や「ボード」のような語種の違いはあるが，意味の独立性については，何ら疑う余

地のないものである 。

　Ｂ　文字表記の形態では，複合的様相を呈するが，語構成面では，構成要素の一部分

と見られるローマ字語に意味上の独立性が認めにくいもの。例えば ，

ＩＱ制［ｉｍｐｏｒｔ　ｑｕｏｔａ　ｓｙｓｔｅｍ１

ＬＤ法［Ｌｉｎｅ－Ｄｏｎａｗｉｔｚ　ｐｒｏｃｅｓｓ１

ＰＯＳ端末［ｐｏｉｎｔ－ｏｆ－ｓａ１ｅｔｅｍｉｎａｌｌ

ＤＫグループ［ｄｏｎ’ｔｋｎｏｗｇｒｏｕｐ１

　これらの語のローマ字形態素の部分は，原語のある語句の部分部分の頭文字による省

略であ って，単独では当該語句の明確な意味を表すのが困難だとされる。また，漢字要

素もカタカナ語の部分も ，同一語句の一部に対する翻訳または書き換えによるもので
，

単独で意味をなすものと ，「制」や「式」などのような接尾辞で，単独では意味をなさ

ないものとがある。本来，一つのローマ字略語になるはずのものが，ローマ字と別の異

なる文字によっ て書き分けられているため，二つの異種類の語の複合のように見えるも

のである 。

　Ｃ　語の形態においてはＢと同じだが，ローマ字形態素の部分は略語としてではなく
，

字形を表すものとして用いられ，意味をなさないもの。当然，複合語とは認められない 。

例えば，Ｕターン［Ｕ－ｔｕｍ１

　　　　Ｖネ ック　［Ｖ －ｓｈａｐｅｄ　ｎｅｃｋ１
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　　　　　　Ｈ型鋼旧一ｓ
ｈａｐｅｄ　ｓｔｅｅ１１

　　のようなものがその例である 。

　　　以上，ローマ字を含む語の命名の問題について，語種と語構成（構成要素問の意味的
口

Ｉ　関係などについては，今回の考察から除外された）の二つの異なる視点から外来語また
マ

字　 は複合語としての認定の当否について考察した。その結果，この種の語は，その形態の
に

孕複雑さに賊しているように，外来語または複合語として見られるには・無理があるこ

三　
とが分かるであろう 。巨視的に見た場合，これらの語はローマ字語と考えてよいであろ

考
察　うが，詳細に考察すると ，外来語または複合語としてとらえるのは穏当なこととは言え

　　ないであろう 。本稿では慎重を期して，「ローマ字を含む語」という梢簡潔でない呼称

　　を用いて，その実態を分析していきたい 。

二． 「ローマ字を含む語」の形態とその特徴

　　　『コンサイスＡＢＣ略語辞典』（三省堂　１９９３年）の収録語数は全部で４５００語で，そ

　　の内，ローマ字を語の構成成分（削項成分のみ）の一部として用いている「ローマ字を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＠
　　含む語」は，２８９語（延べ語数，以下同じ）数えられる。前項成分のローマ字に対し ，

　　後項成分には漢語，和語，外来語（カタカナ表記），混種語などが用いられ，語種の多

　　棟性が見られる。この中で，最も多いのは漢語（接尾辞的なものを含める　以下同じ）

　　付きのもので，１６８語であ った。ついで外来語（カタカナ表記）付きのもの９８語であ っ

　　た。和語と混種語はそれぞれ６語と５語であ った。これらの語は，語種別に次のように

　　　　　　　
　　整理できる 。

　　　Ｉ　漢語付きのもの（括弧の数字は用例数）

　　　　 ａ　漢字一字で，接尾辞的なもの

　　　　Ａ判（９）ＡＥ剤　ＡＰＩ度　ＣＯ法（４）ＦＡ制（３）Ｋ点　ＭＰ盤　ＭＴＳ系

　　　　ＲＰ画　Ｐ点　ＰＭ制（２）

　　　　ｂ　一字漢語

　　　　ＡＢＵ賞　Ｄ体（２）ＦＥＣ賞（２）ＧＭ管（３）Ｈ型鋼（２）ＨＲ図　Ｉ／Ｏ表　Ｌ

　　　　波（３）ＬＢ膜ＬＶ値ＮＲ数Ｑ熱Ｗ杯Ｘ軸Ｘ脚Ｘ線

四　　 ・二字漢語

　　　　ＡＡ会議ＡＢＣ兵器（４）ＡＢＣＤ体制　ＡＢＳ樹脂ＡＩＤＣＡの法則（２）ＡＭ

　　　　放送（２）ＡＮＤ回路（３）ＡＳ洗剤　ＡＳＡ感度　ＡＳＭ計画（４）Ｂ細胞（３）

　　　　 ＢＢＳ運動（２）ＢＯＴ方式（４）Ｃ記号Ｃ型肝炎Ｃ言語ＣＡ貯蓄ＣＢＵ爆

　　　　弾（２）ＣＦＥ条約（３）ＣＰ制御（２）ＣＲ生産　ＣＶＰ分析（２）Ｄ警告　ＤＩ勧



　　告　ＤＤ原油　ＧＧ石油　ＨＡ抗原（４）ＩＭＦ借款　ＩＭＦ平価　Ｊカーブ効果

　　ＫＤ輸出　ＬＬ教室　ＬＬ牛乳　ＭＯＦ勘定（２）ＮＲ住宅　ＯＨ通信　ＰＬ教団

　　 Ｐ－ｎ接合ＰＯＰ広告（３）ＰＯＳ端末　ＰＰ加工（２）ＰＰ原則　ＰＲ映画　ＰＴ番

　　組Ｒ因子Ｒ指定ＲＧＢ信号ＲＨ因子ＲＳＩ指数（２）Ｓ状結腸ＳＡＬ郵便

　　 ＳＰＦ動物　丁定規　丁尾翼　ＴＮＭ分類　ＵＨＶ送電　Ｖ粒子

　　ｄ　三字漢語

　　ＡＢＣＤ包囲陣ＡＤ変換器（２）ＡＴＭ交換機ＢＴ殺虫剤　ＣＧＳ単位系（３）

　　ＧＤＰ弾性値　Ｐ型半導体　ＴＩ委員会　ＴＲＵ廃棄物　ＶＤＴ症侯群　Ｘ線回折法

　　Ｘ線天文学　Ｘ一非効率　Ｙ染色体

　ｎ　和語付きのもの

　　Ａ型（４）Ｕ字谷（２）

　皿　混種語付きのもの

　この種のものは，大きく二つに分けられる 。

　¢　通常の混種語で，すなわち異種の語基どうしが複合して名詞となるもの 。

　　ＡＢＯ式血液型（４）ＡＤＲ銘柄

などがその例である 。

　　　前項成分のローマ字形態素を除いて，後項成分だけでも ，異種の文字によっ て書

かれたもの。混種語とは言えないが，混種的要素を含むものと見てよかろう 。これには ，

　　Ｊカー ブ効果　ＦＦ式ストー ブ

などの例がある 。

　Ｗ　カタカナ語付きのもの

　　Ａクラス（２）ＡＥカメラ（３）ＡＲモデル（３）ＡＲＧＯＳシステム（６）ＢＡ

　　レート（２）ＢＬマーク（８）ＣＦＡプラン　ＣＶケー ブル　Ｄデ（４）ＤＥＷライ

　　ン　ＤＫグループ　ＤＭガス　ＥＢウイルス　ＥＰホルモン　Ｆナンバー　ＦＦ式ス

　　トー ブ　Ｇコード（４）　Ｇパン　ＧＲＡＳリスト　Ｈアイアン　Ｈ－Ｉロケ ット（３）

　　ＨＢプロセス　ＨＥＰＡフイルター　ＨＩＤランプ　ＨＰシェ ル　Ｉフォーメーシ ョン

　　（２）ＩＣカード（２）ＩＳバランス　Ｊリーグ　ＪＥＳＳＩプロジェクト　ＪＥＴプログ

　　ラム　ＬＨテープ　ＬＰガン　ＭＭＲワクチン　ＭＵＳＥデコーダー　ＭＸミサイル

　ＯＨレーダー（２）ＯＨＣエンジンＰタイルＰＢリポート　ＰＳコンクリート

　ＰＳＰテスト　ＰＴボート（２）Ｑレシオ　ＱＣサークル　ＲＥカー　ＲＯＰカラー

　ＳＤＩサービス　ＳＲＯホテル　Ｔチ ュー ブＴバッ ク　Ｔマン　Ｔメン　ＴＣブラ

　　ンドＵターン 　ＵＳスチール　ＵＳダラー 　ＵＶフィルター 　Ｖサイン 　Ｖシネ

ロ

マ
字
１こ

関
す
る

考
察

五



　　　　マ　Ｖネ ック　Ｖブロッ ク　ＶＬＩＷプロセ ッサー　ＶＵメーター　ＹＡレーザー

　　　以上は，「ローマ字を含む語」の形態について，後項成分の語種を基準にして，実際

　　の用例を見ながら分けたものである。そこには，漢語を始め，和語，外来語，混種語な
口

１　どあらゆる種類の語が，大変自由に混合して使用されている。これらを見ると ，この種
マ

字　の語の多様な実態が，理解できるであろう 。

に

孕　また，語種の多離に相応して，文字系列の面においても ，前項成分にはローマ字を ・

る
一　後項成分には漢字，カタカナなどを使用するように，文字表記の複数併用がはっきりと
考

察　特徴として現れている 。

　　　更に，語構成の面でも ，元来の前項成分のローマ字語の構成の複雑さに加えて，後項

　　成分の複合語に混種語のほか，複合語的，或いは混種語的としか言えないような，不完

　　全な形をとるものが多く含まれている。また，前後両成分を総合すると ，何層にも ，複

　　合語的，或いは混種語的な様相が観察される 。

三． 後項成分の漢字要素とカタカナ語の形態と特徴

　　　これまでは，ローマ字を含む語の形態について，主として後項成分と見られる語の語

　　種を基準にして見てきた。その複雑さが既にこ承知の通りである。次に，こうした語の

　　構成要素の一部（後項成分）となる漢字要素とカタカナ語のみについて，造語上の形態

　　と特徴を考察してみたい 。

　　　１ ．漢字要素の形態と特徴

　　　　ｉ　翻訳型

　　　これは，前項成分のローマ字の略語につつく後項成分の漢字要素が，もとの外国語の

　　語句の一部を翻訳語を以て，書き換えたものを言う 。例は次のとおりである。（紙面の

　　関係で，外国語は翻訳語の原語と思われる部分だけを括弧の中に示した。数字は用例数 ，

　　無数字は１回を示す。以下同じ）

　　　　Ａ海域（ｓｅａａｒｅａ）ＡＡ会議（ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ）ＡＢＣ兵器（ｗｅａｐｏｎｓ ３）ＡＢＳ樹脂

　　　　（ｒｅｓｍ）ＡＤ変換器（ｃｏｎｖｅｒｔｅｒ ２）ＡＤＲ銘柄（ｓｔｏｃｋｓ）ＡＥ剤（ａｇｅｎｔ）ＡＭ放送

　　　　（ｂｒｏａｄｃａｓｔｍｇ２）ＡＮＤ回路（ｃ１ｒｃｕ１ｔ２）ＡＰＩ度（ｄｅｇｒｅｅ）ＡＳ洗剤（ｄｅｔｅｒｇｅｎｔ）

六　　　 ＡＳＭ計画（ｐｒｏｇｒａｍ）ＡＴＭ交換機（ｓｗ１ｔｃｈｍｇ　ｓｙｓｔｅｍ）Ｂ細胞（Ｂ－ｃｅ１１３）ＢＢＳ

　　　　運動（ｍｏｖｅｍｅｎｔ２）ＢＯＴ方式（ｆｏｍｕ１ａ）ＢＴ殺虫剤（ｍｓｅｃｔｌｃ１ｄｅ）Ｃ言語

　　　　（１ａｎｇｕａｇｅ）ＣＡ貯蓄（ｓｔｏｒａｇｅ）ＣＦＥ条約（位ｅａｔｙ３）ＣＧＳ単位系（ｍｉｔ３）ＣＰ

　　　　制御（ｃｏｎ位ｏ１２）ＣＲ生産（ｐｒｏｄｕｃｔｉｏｎ）ＣＶＰ分析（ａｎａ１ｙｓｉｓ ２）Ｄ警告（ｎｏｔｉｃｅ）

　　　　ＤＩ勧告（ｒｅｃｏｍｍｅｎｄａｔ１ｏｎ）ＤＤ原油（０１１）ＦＡ制（ｓｙｓｔｅｍ３）ＦＥＣ賞（ａｗａｒｄ）



　　 ＦＭＰＴ計画（ｐｒｏｊｅｃｔ３）ｒＴ工業株価指数（ｍｄｅｘ２）ＧＤＰ弾性値（ｅ１ａｓｔ１ｃ１ｔｙ２）

　　ＧＧ石油（ｏｉ１）ＧＭ管（ｃｏｍｔｅｒ）Ｈ型鋼（ｓｔｅｅ１３）ＨＡ抗原（ａｎｔｉｇｅｎ４）Ｉ／Ｏ表

　　 （ｔａｂ１ｅ）Ｊカー ブ効果（ｅ丑ｅｃｔ）Ｋ点（ドイツＰｕｎｋｔ）ＫＤ輸出（ｅｘｐｏｒｔ）Ｌ波

　　（ｗａｖｅ３）ＬＢ膜（丘１ｍ）ＬＤ法（ｐｒｏｃｅｓｓ）ＬＬ牛乳（ｍｉ１ｋ）ＭＯＦ勘定（ａｃｃｏｕｎｔ）

　　ＭＰ盤（ｒｅｃｏｒｄ）ＭＯＦ集中相場（ｃｏｎｃｅｎｔｒａｔｉｏｎ　ｒａｔｅｓ）ＮＲ数（ｎｕｍｂｅｒ）Ｏ脚（ド

　　イツＢｅｉｎｅ２）ＯＨ通信（ｒａｄｅｒ）Ｐ式血液型（ｂ１ｏｏｄ　ｇｒｏｕｐ）Ｐ点（ｐｏｉｎｔ）Ｐ －ｎ 接

　　合（ｊｕｎｃｔ１ｏｎ）ＰＯＰ広告（ａｄｖｅｒｔ１ｓｍｇ３）ＰＯＳ端末（ｔｅｍｍａ１）ＰＰ加工（丘ｍｓｈ）

　　Ｑ熱（ｆｅｖｅｒ）ＰＰ原則（ｐｒｉｎｃｉｐ１ｅ）ＰＳ方式（ｓｙｓｔｅｍ）ＰＴ番組（ｐｒｏｇｒａｍ）Ｒ因子

　　 （ｆａｃｔｏｒ）ＲＧＢ信号（ｓ１ｇｎａ１）ＲＲＲ爆弾（ｂｏｍｂ）Ｓ波（ラテンｕｎｄａｅ）ＳＡＬ郵便

　　 （ｍａ１１）ＳＰＦ動物（ａｍｍａ１）ＴＩ委員会（ｃｏｍｍ１ｓｓ１ｏｎ）ＴＣＡ回路（ｃｙｃｌｅ）ＴＮＭ

　　分類（ｃｌａｓｓｉ丘ｃａｔｉｏｎ）ＴＲＵ廃棄物（ｗａｓｔｅ）Ｕ字谷（ｖａ１１ｅｙ２）Ｖ粒子（ｐａｒｔｉｃ１ｅ）

　　ＶＤＴ症候群（ｓｙｎｄｒｏｍｅ）Ｗ杯（ｃｕｐ）Ｘ軸（ｃｏｏｒｄｉｎａｔｅ）Ｘ線（ｒａｙ）Ｘ線回折

　　法（ａｎａ１ｙｓｉｓ）Ｘ線管（ｔｕｂｅ）Ｘ線写真（ｐｈｏｔｏｇｒａｐｈ）Ｘ染色体（ｃｈ・ｏｍｏｓｏｍｅ２）

　　Ｘ線天体（ｓｔａｒ）Ｘ線天文学（ａｓｔｒｏｎｏｍｙ）Ｘ線療法（ｔｈｅｒａｐｙ）Ｘ一非効率

　　（ｍｅｆ丘ｃ１ｅｎｃｙ）ＸＹ型（ｃｈｒｏｍｏｓｏｍｅ）Ｙ軸（ａｘ１ｓ）

　前章で少し触れたが，「ローマ字を含む語」（２８９語）の中，形態上において「ローマ

字十漢字要素」という構造をもつものは，全部で１８３語（延べ語数。以下同じ）もあ っ

て， 凡そ全体の６割を占めている。更に，この１８３語の中，上の例のような，原語の外

国語の語句の一部に対する漢字翻訳語と見られるものは１３０語もあ って，全体の凡そ７

割近くを占めている。ここで言う漢字翻訳語は勿論原語の外国語に対するものであるが
，

その殆どは実は既製の漢語である。また，漢語の中でも ，所謂二字漢語は１８３語中の７７

語で，全体の４割近くを占めている。これを漢字翻訳型の語の中で考えても ，１３０語中

の７９語で，全体を占める二字漢語の割合は６割近くとなり ，かなり高いものと言えよう 。

それは，二字漢語は，造語成分として高い結合力をもち，造語力が強く ，短くて明確な

意味が表せることなどによるものだと考えられる。二字漢語のほか「型」「制」「賞」

「判」「体」「法」などのような一字漢語または接尾辞的な単漢字は，特定語の翻訳語と

して使われ，定型化する傾向が見られる。また，三字漢語の場合は，「血液型」や「殺

虫剤」のような，具体的で説明的な意味をもつ，使用率の高い熟語が使われている 。

　漢語の翻訳語の形で「ローマ字を含む語」の後項成分によく使われる理由は，ローマ

字語の構造にもよるものだと考えられる。ローマ字語は外国言吾の幾つかの単語の頭文字

による省略によっ てできたものが多く ，音素文字であるローマ字によっ て書かれている 。

そのため，語義指示力が非常に低く ，語の普及には不適であると考えられる。そこで ，
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その一部を翻訳語という形で，表意文字である漢字に置き換えると ，語義に関しては ，

大まかな範囲や分野を推察させる手掛かりとなる。また，日本語としてその形を整えよ

うとする工夫もなされるため，語の普及にも役立つと思われる。これは勿論日本語の文

字表記の多様性があ って始めて実現できることで，問題解決のための良策だと言えよう 。

　ｉｉ付加型

　これは，原語となる外国語に対する完全省略語の形（ｉの部分省略に対して言う
。）

によっ てできたローマ字語の後に，語の意味や性質などを規定し，説明する漢字要素を

付け加えて造られたものを言う 。（語全体の様子を知るため，ローマ字語の原語となる

外国語の部分は，全綴りで示すことにした。）例は次のとおり 。

　　ＡＢＣＤ包囲陣（Ａｍｅｒ１ｃａ，Ｂｒ１ｔ１ｓｈＥｍｐｌｒｅ，Ｃｈｍａ，ＤｕｔｃｈＥａｓｔＩｎｄｌａ）ＡＳＡ感度

　　（Ａｍｅｒ１ｃａ Ｓｔａｎｄａｒｄｓ Ａｓｓｏｃ１ａｔ１ｏｎ）ＣＢＲ兵器（ｃｈｅｍ１ｃａ１ｂ１ｏ１ｏｇ１ｃａ１ａｎｄ

　　 ｒａｄ１ｏａｃｔ１ｖｅ）ＣＢＵ爆弾（ｃ１ｕｓｔｅｒ　ｂｏｍｂ　ｍ１ｔ）ＮＯＷ勘定（ｎｅｇ〇七ａｂ１ｅ　ｏｒｄｅｒ　ｏｆ

　　ｗ１ｔｈ士ａｗａ１）ＰＡＲＣＯＲ方式（ｐａれ１ａ１ｃｏｒｒｅ１ａｔ１ｏｎ）ＰＣＲ法（ｐｏｌｙｍｅｒａｓｅｃｈａｍ

　　 ｒｅａｃｔ１ｏｎ）ＲＨ因子（ｒｈｅｓｕｓ）Ｓ状結腸（ｓ１ｇｍ０１ｄ）ＳＤ法（ｓｅｍａｎｔｌｃ ｄ１丑ｅｎｔ１ａ１）

　　 ＳＳＢ方式（ｓｍｇ１ｅ　ｓ１ｄｅ ｂａｎｄ）ＴＡＲＡＮ方式（ｔｅｓｔａｎｄ ｒｅｐａ１ｒａｓｎｅｃｅｓｓａｒｙ）ＵＨＶ

　　送電（ｕ１ｔｒａｈ１ｇｈ　ｖｏｌｔａｇｅ）ＷＷ加工（ｗａｓｈ　ａｎｄ　ｗｅａｒ）

　付加型の語は，翻訳型の語と比べると ，前項成分のローマ字語が，省略語として完全

形を取るか，部分形を取るかに違いが見られる。翻訳型の場合は，本来ローマ字省略語

の一部となるべきところを漢字によって書き換えたものである。その部分形がローマ字

語としての独立性を弱め，後項成分の漢字要素と切り離すと ，意味をなさなくなる恐れ

があると考えられるものである。これに対し，付加型の場合は，ローマ字語の部分が省

略語としての完全形を取るため，それ自体が独立性をもっ ていて，後項の漢字要素がな

くても ，一つのまとまっ た意味を表し，また形もすっきりすると言えるかもしれない 。

　こうした違いがあるにもかかわらず，後項に漢字要素を入れるのは，やはり形（ｉも

ｉｉも単純なローマ字略語より ，語が長くなっ ていると言える）より語の意味の明確化を

重視する傾向があるためではないかと考えられる。従って，これは，この種の語の造語

上の主旨の一つとして見られるのではないかと思う 。

　ｉｉｉ重複型

　これは，原語となる外国語の一部を翻訳してできた後項成分としての漢字要素が，前

項成分のローマ字語の一部と意味において重複するものを言う 。その例は次のように示

す（重複すると見られる部分と原語の対応部分下にアンダーラインを付した）。

　　ＧＴ萱（ｇ１ａｓｓ　ｔｕｂｅ）ＩＭＦ借款（Ｉｎｔｅｍａｔ１ｏｎａｌ　Ｍｏｎｅｔａｒｙ　Ｆｍｄ）ＬＬ教室（１ａｎｇｕａｇｅ



　この種の語の前項のローマ字語はｉｉの付加型の場合と形態や特徴などにおいては，ほ

ぼ同じだと見てよいが，両者には相違点もある。それは，ｉｉｉの前項のローマ字語の語尾

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口のローマ字が表す意味と ，そのあとにくる翻訳語（英語１ａｂｏｒｏｔｏＷに対して，実験室　 Ｉ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マ
や演習室，教室などの訳語があ って，語形のゆれが見られるが，ここで，教室はその訳　守
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に
語の一つとみなす）と見られる漢語の意味とは同じで，両者の原語を探ると，同一語に字

たどりつく 。しかし，ｉｉの付加型の場合，後項の漢字要素の意味は，もとの外国語には三

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考
含まれてはいず，日本語に採り入れる際に，新たに付け加えられたものだと言える。意　察

味の重複を顧みず，このような語が造られた理由は，やはり意味優先，普及重視など ，

１１ において触れた造…五上の王旨によるのではないかと思う 。

　２ ．カタカナ語の形態と特徴

　「ローマ字を含む語」の後項成分として用いられる漢字要素とカタカナ語には，文字

体系の異なりによっ て現れた形態と特徴の両面で，共通点と相違点をもつ。ここで，後

項のカタカナ語を中心に，用例に基づいて，その実態を考察していきたい 。

　”　転写型

　後項成分のカタカナ語が，原語の外国語を書き換えてできた外来語であるものを言う
。

（外国語の部分は，対応語のみ括弧の中に入れ，数字は用例数を示すことにした）例は

次のとおり 。

　　Ａクラス（ｃ１ａｓｓ２）　ＡＥカメラ（ｃａｍｅｒａ３）　ＡＲモテル（ｍｏｄｅ１３）　ＡＲＧＯＳシス

　　テム（ｓｙｓｔｅｍ６）　ＢＡレート（ｒａｔｅ２）　ＢＬマーク（ｍａｒｋ８）　ＣＶケーフル（ｃａｂ１ｅ）

　　Ｄデー（ｄａｙ４）ＤＫグループ（ｇｒｏｕｐ）ＥＢウイルス（ｖｉｍｓ）ＥＰホルモン

　　（ｈｏｒｍｏｎｅ）Ｆナンハー（ｎｍｌｂｅｒ）ＨＢプロセス（ｐｒｏｃｅｓｓ）ＨＥＰＡフィルター

　　（丘１ｔｅｒ ２）ＨＩＤランプ（１ａｍｐｓ）ＨＰシェ ル（ｓｈｅｌ１）Ｉフォーメーシ ョン

　　（ｆｏｍａｔｌｏｎ３）ＩＣカート（ｃａｒｄ２）ＩＳハランス（ｂａｌａｎｃｅ）ＩＴＦコート（ｃｏｄｅ３）

　　Ｊリーグ（１ｅａｇｕｅ）Ｊ－Ｉロケ ソト（ｒｏｃｋｅｔ）ＪＥＳＳＩプロジェクト（Ｐｒｏｊｅｃｔ）ＪＥＴプ

　　ログラム（ｐｒｏｇｒａｍ）ＬＨテープ（ｔａｐｅ）ＬＰカン（ｇｕｎ）ＭＭＲワクチン（ｖａｃｃｍｅ）

　　ＭＵＳＥテコーター（ｄｅｃｏｄｅｒ）ＯＨレーター（ｒａｄａｒ ２）ＯＨＣエンシン（ｅｎｇｍｅ）

　　ＰＢレポート（ｒｅｐｏｒｔ）ＰＳコンクリート（ｃｏｎｃｒｅｔｅ）ＰＳＰテスト（ｔｅｓｔ）Ｑレシオ　九

　　（ｒａｔｉｏ）ＱＣサ ークル（ｃｉｒｃ１ｅ）ＲＥカー（ｃａｒ）ＲＯＰカラー（ｃｏｌｏｒ）ＳＤＩサービ

　　ス（ｓｅ岬ｉｃｅ）Ｔチ
ュー ブ（ｔｕｂｅ）Ｔマン（ｍａｎ）Ｔメン（ｍｅｎ）Ｕターン（ｔｕｍ）

　　Ｕボート（ドイッＢｏｏｔ）ＵＳスチール（ｓｔｅｅ１）ＵＳダラー（ｄｏ１１ａｒ）Ｖサイン

　　（ｓ１ｇｎ）Ｖネ ソク（ｎｅｃｋ）Ｖフロソ ク（ｂ１ｏｃｋ）ＶＬＩＷプロセ ソサ ー（ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ）
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　　ＶＵメーター（ｍｅｔｅｒ）　ＹＡＧレー ザー（１ａｓｅｒ）

　ローマ字を含む語（２８９語）の中，「ローマ字十カタカナ語」という構造をもつものは

９８語もあ って，全体の３割強を占めている。これは，漢字要素の６割に次いで，二番目

に多いが，この中で，転写型によっ て造られたと見られるものは，上に挙げたように ，

７９語にものぼり ，全体の８割を占める結果となっ ている。数字の上からも ，１－ｉの翻

訳型と同じ傾向が見られることが分かるが，それは，つまり一語の主たる意味内容を担

う前項のローマ字語が省略語の不完全形（部分省略）となり ，類概念を表す被修飾語の

部分と見られる語が，カタカナによっ て書き換えられたものである。この場合，カタカ

ナ語は，語義の方向性を示すものとして用いられるため，形の安定した，意味指示度合

の高い，一般に広く普及している外来語を使っていて好ましいと考えられる。これもま

た， 今まで見てきたような造語上の王旨に合致するものと言えよう 。

　戸　付加型

　これは，形態的に１－ｉｉの付加型と類似するもので，数は少ないが，その例を次に示

そう 。

　　 ＣＨＡＩＮシステム（Ｃｏｍｐｒｅｈｅｎｓ１ｖｅ　Ｈ１ｇｈｗａｙ　Ａｕｔｏｍｏｂ
１１ｅ　Ｉｎｆｏｍａｔ１ｏｎ　Ｎｅｔｗｏｒ

ｋ）

　　ＤＥＷライン（Ｄ１ｓｔａｎｔ　Ｅａｒｌｙ　Ｗａｍｍｇ）ＤＭカス（ｄ１ｐｈｅｎｙ１ａｍｍｏｃｈ１ｏｒｏａｒｓｍｅ）

　　 ＳＲＯホテル（ｓｍｇ１ｅ－ｒｏｏｍ　ｏｃｃｕｐａｎｃｙ）　 ＰＴボート（ｐａｔｒｏ１ｔｏｒｐｅｄｏ）

　付加型の場合は，原語に含まれていないものを新たに付け加えるため，付加語として

はできるだけ音節数の少ない，短いものを使うのが，語全体の安定を保つにはよい。ガ

スやホテルなどのような漢訳語のない，或いは普段，漢訳語（ガスには「瓦斯」という

訳語があるが）を使わないものを除けば，「システム」を「制」に，「ライン」を「線」

などのように，漢字書きのものにした方がよいかもしれない 。

　宇　転語型

　カタカナ語が，原語の一部に対する音写によるものではなく ，その一部の意味と類似

する別のカタカナ語になっているものを言う 。「替語型」と言ってもよいであろう 。（交

替すると思われる部分の下にアンダーラインを付した。数字は用例数を示す。）例は次

のとおり 。

　　Ｈ－Ｉロケ ソト（Ｈ－Ｉ１ａｕｎｃｈｖｅｈ１ｃ１ｅ２）ＦＦ式ストーフ（ｆｏｒｃｅｄ丑ｕｅｔｙｐｅ ｋｅｒｏｓｅｎｅｓ

　　 ｐａｃｅ　ｈｅａｔｅｒｓ）

　これも ，語の意味を分かりやすくするための手段の一つとして見てよいであろう 。

　このほか，Ｆネ ット（ｎｅｔｗｏｒｋ）のような「転写省略型」のものもある。また，Ｇパン

（ｊｅａｎｓ　ｐａｎｔｓ）のような「Ｊ」の発音を「Ｇ」に変えた，いわば「転音型」のものも見ら



れる。例は少ないが，こうした形態は，十分活用できるものとして見られるであろう 。

　以上，「ローマ字を含む語」について，語の構成要素の一部として用いられる漢字要

素とカタカナ語の形態と特徴を，用例に基づいて考察してきた。その特徴は次のように

要約できる 。

　（イ）後項要素の文字表記には，主に漢字とカタカナが用いられる。平仮名書きのものは

ないとは言えないが，今回の調査に使用した資料の中からは，例を見つけることはでき

なか った 。

　（口）「ローマ字十漢字」，「ローマ字十カタカナ」はこの種の語の文字表記の基本的パ

ターンのように見えるが，ｒＦＦ式ストー ブ」のようなｒローマ字十漢字十カタカナ」

の表記形態をもつものもあるため，多様性のあるものとして見るべきであろう 。

　（ハ）原語の外国語に対し，被修飾成分となるものは，できるだけ既製の漢語あるいは広

く一般的に用いられている外来語を以て訳される 。

　（二）ローマ字語を可能なかぎり短くし，代わりに日本語の要素を採り入れる。これによ

って，語の安定を保ち，意味の理解を助ける。従 って，漢字翻訳型とカタカナ転写型は

各各の体系の中で最も多用され，二大形態として注目される 。
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終わりに

　「ローマ字を含む語」は，今まで特に問題として取り上げられなかった。その議論の

ほとんどは，ローマ字のことを論じる際に，少し触れる程度のものであ った。これは ，

ローマ字語は外国語由来で，専門的であり ，それに少数であることなどの理由によるも

のだと考えられる。しかし，今回の考察を通じて，ローマ字ばかりでなく ，ローマ字を

造語要素として用いる「ローマ字を含む語」に実に複雑な様相のあることが分かった 。

そこには文字表記，語種，語構成などさまざまな問題が絡み合っている。従 って，一元

的なとらえかたでは論じ切れないものがある 。

　本稿が「ローマ字を含む語」という名称をもっ て考察を展開したのもこのためである 。

日本語は漢字やカタカナなど多様な文字体系を持つ言言吾であるが，ローマ字をも含めて

外国語の受容にとっ て， 比較的柔軟な構造を持つ言語である。この特徴は「ローマ字を

含む語」の相においてもは っきりと現れている。文字の面では，日本語は他の如何なる　一

言語より寛容的であるが，これは今日のような国際化時代においては，海外からの新技

術の導入や新知識の吸収などに大いに役立つものと言えよう 。しかし，それに伴うロー

マ字の無際限な増加は，日常的なコミュニケーシ ョンに支障を来すものと考えられ，慎

重な対処が期待されるところである 。
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　ローマ字語は漢字要素などを採り入れることは，外国語を日本語化する際の一つの工

夫だと考えられる。勿論そのままの形では，完全な日本語化が実現できるとは思われな

いが，少なくともこの方法は，外国語を日本語にするための初歩的で有効な手段の一つ

として見てよいであろう 。

注

¢　『国語学研究事典』（１９７７年　明治書院）による 。

　　『コンサイスＡＢＣ略語辞典』（１９９４年　三省堂）

　　ローマ字には「ＮＨＫ」のような意味をなすものと「Ｕ」「Ｖ」などのような意味をなさない

　ものとがある。ここで，これらを含めて「ローマ字形態素」と呼ぶことにする 。

＠　ギリシャ文字を含む語は除外した。また，「富土銀行のスーパー ＭＭＣ」のような語の後項

　成分はローマ字が来るものは，この辞典に収録されなかったため，今回は考察の対象外とした 。

　　後項成分は複合語的な場合，後項の被修飾語と見られる語の語種によっ て分類することにし

　た。例えば，「ＦＴ工業株価指数」の場合，「指数」の語種によっ て， 漢語に分類することにし

　た 。
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